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恒星の自転異常は，周囲の伴天体との相互作用の履歴として読み解くことで，その系が過去に
辿ってきた軌道進化を探る手がかりとなる．本稿では，惑星を持つ赤色巨星Kepler-56に着目する．
Kepler-56では，外層の高速自転や内部の自転軸不整列といった特異な自転構造が示唆されている．
この自転異常を過去の惑星との相互作用の痕跡として考えることで，現在は直接見えない
Kepler-56系の軌道進化を制限することができる．本稿では，Kepler-56の特異な自転構造と，そこ
から浮かび上がる「Kepler-56系史」について紹介する．

1. 恒星の自転異常の探究意義
「恒星進化」というと，質量・半径・有効温度
といった，Hertzsprung‒Russell図（HR図）上で
表される物理量の変化を思い浮かべる方が多いだ
ろう．実際，恒星の進化段階はHR図によってあ
る程度整理できる．しかし，HR図に現れる物理
量だけが恒星のすべてではない．自転もまた，
HR図には直接現れないものの，恒星進化を考え
るうえで重要な物理量の1つである．
恒星の自転は，進化とともに変化していく．こ
の自転進化は，主に恒星内部の物理によって決ま
る．恒星内部では，乱流や磁場に起因する角運動
量輸送，また恒星進化に伴う内部構造の変化に
よって，角運動量分布が絶えず変化している．そ
の結果，同じ質量・金属量を持つ単独星は，ある
程度共通した自転進化の経路をたどることが知ら
れている．

単独星の自転進化は，恒星内部の物理を制限す
る手がかりであり，それ自体にも興味深い話題が
数多くある．しかし本稿では，この単独星の自転
進化をいったん経験則として受け入れ，その経験
則から逸脱した恒星に着目する．以降では，これ
を「自転異常」と呼ぼう．
自転異常を作り出す主要な起源の1つが，恒星
外部に存在する伴天体，すなわち伴星や惑星との
角運動量交換である．潮汐は，このような角運動
量交換を引き起こす代表的な機構であり，伴天体
の軌道角運動量と恒星の自転角運動量の間で角運
動量をやり取りする．
潮汐は，惑星系や連星系における長期的な軌道

進化の駆動源として注目されている．しかし，その
タイムスケールはかなり長く，現在進行形で起き
ている軌道進化を検出するのは容易ではない*1．
また，現在観測される軌道だけを見ても，その軌
道がどのような初期条件から進化してきたのかを

    

*1 現在進行形で起きている惑星の軌道進化を検出する試みとその困難については天文月報2026年5月号の河合さんの記
事でまとめられている [1]．是非そちらも参照されたい．
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知ることは難しい．
そこで，軌道進化そのものではなく，それに
伴って恒星に残された自転の痕跡に着目すること
で，過去の軌道進化を検討する手法が提案されて
いる．潮汐は角運動量交換であるため，伴天体の
軌道が変化すれば，それに応じて恒星の自転も変
化する．単独星の自転進化は経験的にある程度わ
かっているため，そこからのずれ，すなわち恒星
に残された自転異常を手がかりにすれば，伴天体
が過去に経験した軌道進化を制限できる可能性が
ある．
実際に，恒星の自転異常から惑星の軌道進化に

迫ることができた事例はいくつか存在する．その
中でも，惑星を持つ赤色巨星Kepler-56*2の事例は，
自転異常そのものの面白さ，そしてそこから示唆
される軌道進化の興味深さという点で，特筆すべ
きものだと筆者は考えている．以降では，筆者自
身の研究も交えながら，その詳細を紹介しよう．

2. Kepler-56: 惑星を持つ赤色巨星
Kepler-56は，Kepler宇宙望遠鏡によって周囲

に惑星が発見された赤色巨星である．赤色巨星と
は，その名が示す通り，赤く大きく膨張した星で
あり，主系列星として中心部の水素を燃やし尽く
した後に到達する進化段階である．HR図上では
赤色巨星は主系列星よりも右上の領域に位置する
ことで区別できる．実際，Kepler-56はその領域
にいることが図1で示されている．
赤色巨星では，分光観測や測光観測の観測結果
を恒星進化モデルと比較することで質量や半径を
比較的よく決めることができる．このような解析
からKepler-56の質量は約1.3太陽質量であるこ
とがわかっている [3]．そのためKepler-56がも
ともとF型主系列星であり，その後進化して現在
の赤色巨星段階に至ったということがわかる．

Kepler-56の周囲には 2つの系外惑星，Kepler- 
56bとKepler-56cがいることがトランジット法な
どからわかっている（図2）[3]．どちらもトラン
ジットしていることから，これらの公転軸が揃っ
ていることがわかる．さらにトランジット法から
得られる情報を視線速度観測と組み合わせること
で，これらの惑星の軌道離心率がゼロに近いこと
や，それぞれの惑星の質量がわかっている*3．具
体的には，公転周期 10.5日（軌道長半径 0.10 
AU）で内側を回るKepler-56bは約0.1木星質量
の惑星で，公転周期 21.4日（軌道長半径 0.17 
AU）で外側を回るKepler-56cは約0.7木星質量
の惑星である [4]．これらの結果はKepler-56b/c
がどちらも比較的恒星近くを周回するガス惑星
（近接ガス惑星）であることを示している．赤色
巨星周りには近接ガス惑星が少ないことが知られ
ており，Kepler-56系はその点で珍しい方の惑星
系といえる [5]．

図1 HR図上におけるKepler宇宙望遠鏡で観測され
た星．主系列星段階の星を青色，赤色巨星段
階の星（準巨星を含む）を灰色で示している． 
Kepler-56は黒い星印で示されている．図の作
成にはKepler望遠鏡・Gaia望遠鏡のデータを
使用した [2]．

*2 Kepler望遠鏡で惑星が確認された恒星はKepler-[番号 ] と名前がついている．
*3 視線速度法によって，さらに外側にKepler-56dと呼ばれる惑星／褐色矮星も発見されている [4]．本稿では

Kepler-56dについては扱わないが，より詳細に軌道進化を検討する際には重要となる可能性がある [6]．
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3. Kepler-56の自転異常
3.1　星震学による赤色巨星の自転計測

Kepler-56の注目すべき点は，赤色巨星である
がゆえに星震学と呼ばれる手法によって自転構造
が詳細に調べられることにある．星震学がどのよ
うな手法なのか，そして星震学によって赤色巨星
の自転構造の何がわかるのかを紹介しよう*4．
星震学とは恒星の振動を用いて恒星の物理量や内

部構造を調べる手法のことである．恒星の中には固
有振動によって明るさが変化するものがある．

Kepler望遠鏡を筆頭とする高精度測光観測により，
明るさの変化を正確に捉えることで固有振動数のパ
ターンが検出されている．固有振動数は恒星の密
度・温度・自転などによって決まるため，観測され
たパターンから恒星の性質を制限することができる．
振動が自転を検出できる仕組みは大雑把には以
下のような原理となっている．自転と同じ方向に
進む波と，反対方向に伝わる波を考えてみよう．
これらは対称的で，自転がない場合には同じ固有
振動数をもつとする．自転は恒星内部に流れを作
り，自転と同じ向きに伝わる波にとっては「追い
風」，反対向きに伝わる波にとっては「向かい風」
として伝搬の仕方をそれぞれ変化させる*5．その
結果，もともと同じ固有振動数をもっていた振動
モードの間に，わずかな振動数の差が生じる．こ
の振動数の差がどれくらいかを測定することで，
恒星内部の自転周期を推定することができる．
またここでみているのは全体が膨らんだり縮ん
だりする球対称な振動（動径振動）でなく，緯度
や経度ごとに膨らんでいるか縮んでいるかが違う
ような非球対称な振動（非動径振動）となってい
る．非動径振動ではある領域が明るくなる一方で
別の領域が暗くなるため，それらがどの程度打ち
消し合うかは，恒星をどの方向から見るかによっ
て変わる．したがって，非動径振動の振幅には自
転軸が視線方向に対してどの程度傾いているか（自
転傾斜角）という情報も含まれている．この性質
を利用することで，星震学から恒星内部の自転周
期だけでなく，視線方向に対する自転軸のなす傾
き（自転傾斜角）にも制限を与えることができる．
ここまでは，星震学が自転周期や自転傾斜角を
調べられるということを紹介したが，もう少し深
掘りしよう．剛体であれば自転周期や自転傾斜角
は場所（緯度*6・深さ）に対して同じであるが，

図2 Kepler-56b（上）とKepler-56c（下）のトラン
ジット光度曲線．灰色の点は，各トランジッ
トを重ね合わせた実際の観測点を示す．青色
の点は，それらを1時間ごとにビニングしたも
のである．図の作成にはKepler望遠鏡のデー
タを使用した．

*4 ここで紹介している星震学の原理，星震学による自転推定，赤色巨星の星震学については天文月報2020年2月号にお
ける高田さんの記事 [7, 8] で詳しくまとめられている．是非そちらも参照されたい．

*5 実際にはコリオリ力によって伝播経路が変わり振動数が変化する効果もある．
*6 緯度方向についてはより高次のモードを使う必要があり，Kepler-56では難しい．他の低温度星で制限する試みは

Benomarさん・関井さんの記事 [9] に詳しくまとめられている．是非そちらも参照されたい．

EUREKA    



第 119巻　第 11号 651

流体ではそうとは限らない．これを踏まえて場所
についてもう少し詳しくすると，星震学では「波
が伝搬する領域において重み付け平均された」自
転周期や自転傾斜角を調べていることになる．
この「波が伝搬する領域」は恒星の内部構造に
よって決まる．振動は復元力の違いによって音波
モード（pモード）と重力波モード（gモード）
の二つに大きく分けられ，それぞれ別の場所を伝
搬する．外層に対流層・コアに輻射層を持ついわ
ゆる「低温度星」では，外層をpモードが，コア
をgモードが伝搬する．殆どの低温度星では外層
を伝わるpモードのみが観測される（図3左）た
め，制限がつくのは外層の自転のみである．
しかし，赤色巨星では外層を伝わるpモードと

コアを伝わるgモードが結合した混合モードが観
測される（図3右）*7．混合モードはコアと外層
の両方を伝搬しており，外層の情報とコアの情報
をそれぞれ含んでいる．さらにあるモードはコア

の影響を強く受け，別のモードは外層の影響をよ
り強く受けるなどその度合いはモードごとに異
なっている．そのため，さまざまな混合モードを
複合的に検討することで，コアと外層の自転を
別々に検討することができる．
3.2　Kepler-56の自転異常
星震学によって，赤色巨星ではコアと外層の自

転がそれぞれ推定できることを紹介した．つまり，
原理的には外層の自転周期と自転傾斜角，コアの
自転周期と自転傾斜角という4変数を取ることが
できる．しかし実際の解析では，「コアと外層の自
転軸はそろっている」と仮定して，外層の自転周
期・コアの自転周期・共通の自転傾斜角の3変数
とすることがほとんどである．単独星進化ではコ
アと外層の自転軸が異なるとは考えにくい上，仮
定を置くことで表式が単純になるからである．
当然，Kepler-56の従来の星震学的解析もこの

（至極真っ当な）仮定のもとで行われた．その結
果，自転傾斜角が40度という解が示された [3]．
Kepler-56b/cはトランジット惑星でありその軌道
面はほぼ視線方向に沿っていることを踏まえれ
ば，この解はKepler-56の自転軸と惑星の公転軸
が揃っていないことになる*8．複数惑星系で自転
軸と軌道軸がずれているということでKepler-56
系は長年注目を浴びてきた．
ところが，従来の星震学的解析が示すこの解に
は自転周期に懸念点があった．この解では，外層
の自転周期はおよそ数百日程度となる*9[11]．こ
の値はKepler-56と質量・進化段階が近いほかの
赤色巨星と同程度であり良いように見える．しか
し，ことKepler-56においてはそうではない．
Kepler-56では自転で黒点が見え隠れすることで
生じる周期的光度変動が検出されている．この周

図3 主系列星（左）と赤色巨星（右）の表面で見え
る振動の伝搬領域を示した図．主系列星では
外層のみを伝わる振動（pモード）が見えるが，
赤色巨星では外層を伝わる振動（pモード）と
コアを伝わる振動（gモード）が結合した混合
モードが見える．

*7 主系列星でも混合モードを示す星がわずかに存在する．そのうちの1つを詳細に検討する試みが天文月報2020年2月
号の八田さんの記事 [10] に詳しくまとめられている．是非そちらも参照されたい．

*8 トランジット惑星であるKepler-56b/cは視線方向に対する公転軸のなす傾き（軌道傾斜角）が90度に近いことから．
*9 実は2013年に行われた星震学解析は，各モードのコアや外層への感度の取り扱いが間違っており，外層の自転周期が
正しく見積もれていなかった．ここで示した外層の自転周期は後述するOng氏が再解析の際に求めた値である．
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期的変動の振る舞いは外層の自転周期が70日程
度であるという，より高速な自転を指し示してい
たのだ [3]．この高速自転は分光観測で見える自
転による吸収線拡大からも支持されている [4]．
つまり，従来の星震学的解析は，他手法が示す高
速自転と合致しないことになる．
この対立は星震学者の Joel Ong氏によって解
決された．Ong氏は対立の原因が「コアと外層
の自転軸はそろっている」という仮定にあると考
えた．そこでこの仮定を課さず，コアと外層それ
ぞれの自転周期・自転傾斜角を独立な4変数とし
て扱う表式*10を用いて，Kepler-56の振動データ
を再解析した．その結果，コアと外層の自転軸が
そろっていない場合に対応する新しい解が発見さ
れ，驚くべきことに，その解における外層の自転
周期は黒点変動などから得られる高速な自転周期
と合致していた [11]．つまり，Kepler-56では，
コアと外層の自転軸がそろっていないことが支持
されたのだ．もちろんこのような「ねじれた」自
転構造の可能性が指摘されたのは初めてのこと
で，Ong氏の論文がarXivに公開されたとき筆者
はとても驚いたことを覚えている．
図4ではKepler-56の自転と軌道の位置関係がま

とめられている．言葉で書けば以下のようになる．
1） 外層の自転周期は約70日であり，他の赤色
巨星に比べて数倍速く自転している．コアの
自転周期は約20日であり，ほかの赤色巨星
と同程度である．

2） コアと外層の自転軸は少なくとも60度以上
ずれている．外層の自転軸と惑星の公転軸は
揃っている可能性があるが，コアの自転軸は
惑星公転軸とそろっていない．

つまり，Kepler-56の自転異常は「外層の高速自
転」と「内部の自転不整列」とまとめることがで
きる．

4. 自転異常から示される惑星軌道進化
4.1　潮汐によって作り出される自転異常

Kepler-56が示すこの自転異常は，少なくとも
定性的には，潮汐による惑星軌道との角運動量交
換と整合的な特徴となっている．潮汐が引き起こ
す角運動量交換の特徴からどのように説明できる
かを紹介しよう．
恒星や惑星は完全な球体であれば，自転角運動
量と軌道角運動量は保存する．しかし，恒星や惑
星は潮汐力によって相手の方向へわずかに膨らん
だ楕円形に変形する（図5上）．この膨らみを「潮
汐バルジ」と呼ぶ．恒星の自転周期と惑星の公転
周期が一致していれば，潮汐バルジは常に相手の
方向を向く安定な状態を保つことができる（潮汐
ロック）．しかし，恒星の自転周期と惑星の公転

図4 Kepler-56系における自転と軌道の関係のまと
め．上段は概念図，下段は各手法で示された
値 [3, 4, 11] の表である．P, iはそれぞれ自転周
期と自転傾斜角を表し，添え字 env, coreはそ
れぞれ外層とコアの値であることを示す．

*10 実は表式自体は太陽での検討を目的として1993年時点で作られていた [12]．32年間の時を経て別天体に適用されたと
いうのは実に数奇なことである．ちなみに今でも太陽の混合モードは観測されていないため，太陽には適用できない．
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周期が一致していない場合，潮汐バルジは相手の
方向からずれていく（図5中）．このずれた状態
は不安定であるため，潮汐ロックという安定な形
に近づこうとするトルクが働く（図5下）．この
トルクを「潮汐トルク」と呼ぶ．近接ガス惑星系
では惑星質量が大きい・軌道半径が小さいという
変形を大きくする効果がそろっているため潮汐ト
ルクが無視できない割合で働く*11．大雑把に言
えば潮汐トルクは「周期が速い方」から「周期が
遅い方」へと角運動量を輸送する．そのため，恒
星の自転周期よりも公転周期が短い近接ガス惑星
系では潮汐トルクは惑星の軌道角運動量を恒星の
自転角運動量へ輸送する方向に働く．

結果として，近接ガス惑星系では潮汐により以
下の3つの現象が起きる．
1） 潮汐トルクで軌道角運動量が失われるため，
惑星の軌道長半径は徐々に減衰する．極端な
場合，惑星が恒星に飲み込まれる．

2） 潮汐トルクで自転角運動量が増えるため，恒
星の自転は徐々に加速する．

3） 安定な場合である恒星の自転軸と惑星の公転
軸が揃う形に近づいていく．
上述の 2），3）は図 4で示したKepler-56の自
転や軌道とよく合致していることがわかるだろ
う．具体的には，以下のようなシナリオならば
Kepler-56の自転異常を形成できる．もともとは
恒星のコアと外層の自転軸がそろっており，一方
で惑星軌道だけがそれらに対して傾いていたとす
る（図6上）*12．このとき潮汐トルクによって惑
星の軌道角運動量が外層のみに輸送されると，外
層は加速されると同時に惑星軌道の方向へと整列
する．コアはそのままだとすれば，結果的に「外
層の高速自転」と「内部の自転不整列」という
2つの自転異常を同時に作ることができる（図6
下）．
以降ではKepler-56の自転異常がこのシナリオ
でできたとする．冒頭で示したように，角運動量
を定量的に見積もることでKepler-56の自転異常
からKepler-56周囲の軌道進化を議論できる．以
降では筆者が行った議論を紹介しよう．
4.2　Kepler-56b/cの潮汐で説明できるか？
観測されている状況から素直に導かれるシナリ
オは「Kepler-56を現在周回しているKepler-56b/c 
の潮汐がKepler-56の自転異常を作った」という
ものだろう．しかし，実はこのシナリオは角運動
量という観点でみると難しい．ここでは角運動量
の収支を考えることでそれを示していこう．

Kepler-56の自転異常を再現するために必要な

図5 潮汐トルクの概念図．回転系・自転が公転よ
り速い場合を図示．

*11 逆に言えば近接ガス惑星以外では惑星の潮汐トルクはほとんど無視してよい．
*12 Kepler-56の前駆体であるF型主系列星周囲にはこのような自転軸と軌道軸が揃っていない近接ガス惑星が一定の割合
で存在する [13]．
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角運動量（つまりKepler-56が典型的な赤色巨星
に比べて過剰に持っている自転角運動量）は観測
された自転周期と恒星進化計算で得られる慣性
モーメントから～3×1049 erg·sと推定できる．一
方，Kepler-56b/cの潮汐によって恒星へ供給でき
る角運動量は潮汐トルクを時間積分として推定で
きる．これらを比較することでシナリオの是非を
検討することができる．
供給可能な角運動量は潮汐トルクの効率を表す
比例係数Q′－1に比例する．Q′－1の値は未知数だ
が典型的にはQ′－1～10－5‒10－8程度と考えられて
いる*13．しかし，この値を用いると供給可能な
角運動量は≲1×1047 erg·s程度となり必要量に比
べて大幅に小さい．Kepler-56b/cの潮汐で供給可
能な角運動量は必要な角運動量に比べて無視でき
る程度しかない，ということになる．

不定性があるQ′－1を大きくして解決すればよ
いのではないか，と思った方もいるかもしれな
い．確かに潮汐効率を極端に大きくすれば角運動
量の問題は解決するが，タイムスケールという観
点で問題が生じる．この場合，Kepler-56b/cは現
在よりもはるかに外側，すなわち公転周期が数十
日程度の軌道から現在の近接軌道まで引き込まれ
る必要がある．Kepler-56b/cは今後数百年程度で
恒星へ落下してしまうことになり，かなりのファ
インチューニングが必要になる．さらに，同程度
に強い潮汐がKepler-56以外の赤色巨星一般で働
いているとすると，赤色巨星周囲の近接ガス惑星
はほとんどが飲み込まれてしまう．どちらも観測
事実とは適合しにくい．
この困難の本質は，赤色巨星であるKepler-56

の慣性モーメントが非常に大きいことにある．恒
星は主系列段階を終えて膨張しているため，外層
の自転を加速するには大きな角運動量が必要にな
る．現在のKepler-56b/cの軌道角運動量だけで
は，その過剰な自転角運動量を十分に賄うことが
できない．一方で，無理にKepler-56b/cから必要
な角運動量を取り出そうとすると，これらの惑星
を現在よりもはるかに外側から急速に内側へ移動
させる必要があり，その結果として極端に短い軌
道減衰タイムスケールを要求してしまう．した
がって，Kepler-56b/cの潮汐だけでKepler-56の
自転異常を説明するシナリオは，角運動量収支と
進化タイムスケールの両面から難しいと考えられ
る．
4.3　Kepler-56の惑星飲み込み
前節の議論からKepler-56b/cの潮汐だけで

Kepler-56の自転異常を説明するシナリオは難し
いことがわかった．これはKepler-56の自転異常
を説明するには，さらなる角運動量源が必要であ
ることを意味する．つまりKepler-56b/cの内側に
かつて惑星がいて，その惑星は潮汐によって恒星

図6 潮汐による角運動量輸送でKepler-56の自転異
常を作るシナリオ．簡単のため惑星は1つのみ
とした．コアと外層の共通自転軸と軌道がず
れているという状態（上）から外層にのみ角運
動量を渡せば外層が高速自転しかつコアと外
層の自転軸がずれているという状態（下）を再
現できる．

*13 この値は軌道減衰の観測的制限や潮汐の理論的制限によるものである．
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へ飲み込まれたとするシナリオである．
このシナリオのもとでは，先ほど推定した3×

1049 erg·s程度が供給できるという条件から飲み
込まれた惑星に対する制限を与えることができ
る．実際に見積もってみると，飲み込まれた惑星
は木星質量程度かつ数日程度の公転周期をもつ惑
星，つまりホットジュピターであるという結果が
得られた（図7）．実際にF型主系列星（過去の
Kepler-56の姿に相当）の周囲にはこのような
ホットジュピターが普遍的にいること，この領域
のホットジュピターは典型的な強さの潮汐トルク
でも飲み込まれることが確かめられているなど，
このホットジュピターの飲み込みは既存の観測や
理論と今のところ大きく矛盾しないこともわかっ
ている．
もしこの推察が正しいならば，Kepler-56は惑

星飲み込みが恒星にどのような観測的痕跡を残す
のかを考えるうえで，重要なベンチマークとな
る．自転異常以外の惑星飲み込みの痕跡として
は，恒星表面の化学組成異常がよく議論されてい

る．しかし，そのような痕跡が常に検出できると
は限らない．とくに赤色巨星では，深い表面対流
層によって飲み込まれた物質が大きく希釈される
ため，化学組成異常を捉えることは難しいと考え
られている [15]．Kepler-56に明確な化学組成異
常が見られないことは，この描像と整合的であ
る．同時にこのことは，化学組成異常としては見
えにくい惑星飲み込みの痕跡を，自転異常という
別の観測量から探る重要性を示している．

5. 今後の展望
本稿では，赤色巨星Kepler-56の示す自転異常
から，過去の惑星飲み込みが示唆されることを紹
介した．しかし，まだ明らかにすべき点も多い．
例えば，Kepler-56で示唆されている内部での自
転軸不整列が本当に存在するのかについては，さ
らなる観測的検証が必要となる．また，惑星飲み
込みがいつ，どの進化段階で起きたのかを明らか
にするには，恒星進化・軌道進化を組み合わせた
より詳細なモデリングが不可欠である．さらに，
Kepler-56が特異な一例なのか，それとも同様の
自転異常を持つ恒星がほかにも存在するのかを調
べることも重要である．
いずれにしても，一連のKepler-56系に関する

研究が，恒星の自転・潮汐・振動といった多岐に
わたる分野に一石を投じたことは間違いない．こ
れを出発点として，関連研究がさらに活発になる
ことを期待したい．
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History of the Kepler-56 System Inferred 
from Anomalous Rotation
Takato Tokuno
Osaka University, Department of Earth and 
Space Science, 1‒1 Machikaneyama, Toyonaka, 
Osaka 560‒0043, Japan

Abstract: Stellar rotation can be altered not only by 
stellar evolution itself, but also by interactions with 
surrounding companions. �erefore, anomalous rota-
tion that cannot be easily explained by standard stellar 
evolution may provide a clue to the past orbital evolu-
tion of the system. In this article, we focus on the 
planet-hosting red giant Kepler-56, which has been 
suggested to exhibit an anomalous rotation structure, 
including a rapidly rotating envelope and an internal 
spin misalignment. By interpreting these anomalies as 
traces of past interactions with planets, we can con-
strain the orbital evolution of the Kepler-56 system 
that is no longer directly observable. We review the 
unusual rotation structure of Kepler-56 and discuss 
the “history of the Kepler-56 system” inferred from it.
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